
　 

バスの換気性能を鑑みれば、バスはコロナ感染症に対して、十分に安全な乗り物です。

　　　　　お客様に安心してご乗車いただけるよう、新型コロナウィルス感染拡大防止のために

　　　　　下記対策に取り組んでいます。

(R2.6.10現在)

　バス車両は窓を開けることが可能ですが、走行中は安全にご配
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お  客  様  各  位

⑥

④

車内除菌対応　２

⑤

車内除菌対応　３

乗務員対策　２

　乗降口付近にアルコール消毒液もしくは次亜塩素酸水を設置し

　ております。

➁

バスの換気　２

③

車内除菌対応　1
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乗務員対策　１
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　バス全車に、内気や外気の汚れを感知し、自動で内気循環外気

　導入に切り替える換気制御装置を備え付けております。走行中

　は空気を常に循環させる為、清潔な空気を保ちます。外気導入

　モードはおよそ５分で車内の空気を入れ替えます。

　慮のうえご利用下さい。

　※車両構造上、1、2列目や非常口及び最後尾付近では窓が開か

　ない席や一部車両では、全ての窓が開かない車両があります。

　空調設備による換気以外に「高濃度プラズマクラスターイオン」

　で車内の空気をきれいに維持する除菌イオン発生装置を搭載し

　た車両の導入を進めております。

　※全車には対応しておりません。2020年7月1日現在 33台

　※流通事情等により消毒液等が不足した場合は、対応ができな

　い場合がございます

　運行途中においては、乗務員により手すりや座席など適宜車内

　消毒を行っています。帰庫後は専属の清掃員により入念な清掃

新型コロナウィルス感染拡大防止の取り組みについて

⑦

バスの換気　１

①

　と除菌を行っています。また、消毒専門業者による車内殺菌消

　毒を毎月1回実施しております。

　発熱、せきなどの症状がある場合は自宅待機。出勤時の検温を

　す。倦怠感や微熱などの症状があるは乗務不可、勤務途中に体

　調不良となった場合は、速やかに交代を行います。

　実施し点呼時のチェック表による健康管理の徹底を行っていま

　手荷物の受け渡し等におけるマスク、手袋の着用を行います。

　清掃時には必要に応じビニール手袋を装着し対応いたします。



　　

　

  このほか、(公財)日本バス協会が策定する新型コロナウィルス感染予防対策ガイドラインに応じた

  対策を進めて参ります。
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お客様へのお願い　１

　ご乗車中は、飛沫感染防止のためマスクの着用をお願いします。

　なお、バス乗務員もマスクを着用して対応させて頂きます。

⑫

事業所内対策　３
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⑧

乗務員対策　３

⑨

乗務員対策　４

⑩

事業所内対策　１

事業所内対策　２

⑪

　運転手・ガイドは業務中は基本としてマスクおよび手袋を着用

　させていただきます。また、ガイド案内は飛沫感染防止のため

　着席でご案内とさせて頂くことがあります。

⑮

お客様へのお願い　３

⑯

お客様へのお願い　４

　じてご利用下さい。

　コロナウィルス感染の影響がなくなるまでの期間、ご乗車中は

　お客さまもマスク着用でお願いします。また、車内における飲

　食はできる限り避け、特に飲酒、大声による会話やカラオケは

　極力お控え下さい。

　ごみは、エチケット袋に入れ固く口を縛っていただき、原則と

　してお持ち帰り下さい。乗務員・清掃員の感染拡大防止にご協

　力お願いします。　

　手洗い、うがい、こまめな消毒、咳エチケットを励行するとと

　体面画像での健康管理の徹底を行っています。　

　の徹底を行い、朝夕ともに運行管理者との間でモバイルによる

　もに、宿泊を伴う勤務では、施設到着後の入浴・シャワー利用

　事業所内入口には、アルコール消毒液などを設置し、お客様を

　下さい。１列おきや窓側席のみ利用などご乗車される人数に応

　お迎えする場合は、常に換気を行っています。また、バス同様

　に事務所内にも次亜塩素酸水噴霧器を設置し、除菌を行うとと

　もに適宜室内換気を行っています。

　入出庫点呼時、社員の飛沫感染対策として、ビニールシートを

　設置し、運行管理者と乗務員間の適切な距離の確保します。

お客様へのお願い　２

⑬

　在宅勤務の推奨で社員の出勤者を少なくし、マイカーや自転車

　通勤、出退勤については、通勤ラッシュの時間帯を外すなど感

　染予防に努めています。

　座席に余裕がある場合は、できる限り座席間隔を空けてご利用

⑭


